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研究成果の概要（和文）：算数・数学の学習につまずき、スペシャル・ニーズがある子どもたちに治療的な教育介入を
行った。教育介入期間は、約1～10年で、対象とした子どもたちは、知的障がいや発達障がい、水頭症による頭蓋内圧
の変化や髄膜炎による高熱と心肺停止など学習困難の原因に関して医学的な所見が明確である場合、及び、医学的所見
は明確でないが同等な困難が観察される場合である。ヒューリスティックな治療的教育介入の結果は、数年間にわたる
学習の継続と所期の学習達成の可能性を示した。そして、その教材と学習過程を電子化し、WEBデータベース(http://w
ww.dbmath123.edu.u-ryukyu.ac.jp/)を構築した。

研究成果の概要（英文）：In this research, remedial education (educational/instructional intervention) was 
carried out for children with Special Needs in learning numeracy. Such children might be identified as 
slow-learners, or children with Learning Disabilities, intellectual deficits, developmental disorders, 
brain damage caused by hydrocephaly or meningitis, or other such classifications. Successful 
interventions documented in the database were derived from years of usage of both clinical and heuristic 
approaches to remedial education; they provide evidence of how a child can develop number sense and 
number concepts, as well as how a child can obtain the idea of decimal place-value notation. Teachers can 
utilize the data by accessing http://www.dbmath123.edu.u-ryukyu.ac.jp/.

研究分野： 数学教育
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１．研究開始当初の背景 

 「特殊教育／Special Education」が「特別
支援教育／Special Needs Education」と、
また「特殊学級」が「特別支援学級」と呼ば
れるようになった（「特別支援教育を推進す
るための制度の在り方について」2005 年 12

月答申）。「特殊教育」・「特殊学級」と呼ばれ
ていた時、医学的に診断される「障がい」概
念で言及される児童・生徒がその教育の対象
であった。それ以外の算数・数学の学習に困
難を抱える児童・生徒は、「落ちこぼれ／落
ちこぼし」とか「スローラーナー」とか「ロ
ーアチーバー」など呼ばれ、必ずしも「特殊
教育」・「特殊学級」の対象にはならなかった。
このとき、自閉症などはよく知られていたが、
「発達障がい」という語で言及されてはいな
かった。今日、これらの児童・生徒は、学校
教育では、特別な教育的ニーズ（Special 

Needs on Education）のある子どもたちとし
て、インクルーシヴ教育の推進の脈絡の中で
包括的に言及するようになっている（「特別
なニーズ教育に関する世界会議」ユネスコ・
サラマンカ声明 1994年 6月）。本研究での「ス
ペシャル・ニーズのある」は、医学的に診断
される「障がい」概念と区別して学校教育の
脈絡の中で合理的な配慮を語るとき、社会的
に決定される教育学的な概念である。 

 以上の社会的、教育学的な転換の間、発達
心理学研究においても、ポスト・ピアジェの
研究が進んでいる。例えば、生後２～５ヶ月
の乳児が、１個の物、２個の物、３個の物を
区別できるという意味で、「一」「二」「三」
の数認識ある、また、その範囲の加減が分か
っている等の報告がある。これは、知的な障
がいのある子どもの数認識について肯定的
に示唆的である。 

 一方、算数・数学の「授業づくり」におい
て、「学力の二極化」が課題として指摘され、
同時に、インクルーシヴ教育の推進が課題に
なっている。心理学的には、子どもの「発達」
観の転換が、教育学的には児童・生徒の「学
び」の転換が、「算数・数学」の「学習・授
業」という場で「多様化／Diversity」をキー
ワードに実践的に追求されることが、理論的
にも、実践的にも算数・数学教育の課題とな
っている。 

 また、「スペシャル・ニーズのある」子ど
もたちは、３％とも６％とも、それ以上とも
言われ、「特別支援学級」が毎年増設される
状況がある。これは「スペシャル・ニーズ」
（Special Educational Needs）が学校教育
の脈絡において社会的に決定される概念で
あることによるが、要は、スペシャル・ニー
ズのある子どもたちに対する算数・数学学習
の保障が、教育現場の課題になっている。教
員を配置し、特別支援学級を設置・増設する
だけではなく、今後は、そこでの教育介入（授
業）の内容が問われることになる。 

 

２．研究の目的 

 スペシャル・ニーズのある子どもたちへの
教育介入は、そう呼んで言及されるように難
しく、試行錯誤である。本来、教育というも
のはそういうものであると考えるべきもの
であるが、教育介入（授業）の結果が所期の
期待から大きく大きく離れた場合は、「難し
い」として敢えて教育実践の課題にする必要
がある。その意味において、スペシャル・ニ
ーズのある子どもたちへの教育介入の経験
は、機械的なドリル学習を繰り返すだけの、
あるいは、「生活単元学習」として繰り返さ
れる「這い回る経験主義」の域に止まってい
る。そこで、基礎的な数学学習について成功
的な教育介入の実際を、1 時間 1 時間の、そ
こでの児童・生徒の学びの様子がわかる（そ
こでの教育介入が検証可能な）レベルで蓄積
し、より体系的にスペシャル・ニーズのある
子どもたちへの教育介入を進める体制を整
備する必要がある。 

本研究に先行して、スペシャル・ニーズの
ある子どもたちへの教育介入を続け、そこで
の児童・生徒の学習の記録のデータベース化
を進めてきた。日本の児童生徒だけでなく、
我が国と同等な社会・文化的な背景を持つ外
国の子どもたちや、「算数」の学習に様々に
つまずいた子どもたち、発達障がいや知的障
がいが観察される子どもたちについて、しか
も、約 1～10 年間にわたって継続的に教育介
入を続けた縦断的なデータが蓄積されてい
た。 

 本研究では、スペシャル・ニーズのある児
童・生徒への教育介入を継続し、データベー
ス化を進め、そのデータベースを WEB で利
用可能なシステムとして再構築し、その活用
システムを開発することを目的とした。先行
研究でも WEB データベースとして開発し、
その運用を試みていたが、不正な侵入による
攻撃を受けたため、システムをダウンさせて
いた。不正アクセスやコンピュータ・ウイル
スを想定して、システムを作成し直す必要が
あった。また、WEB システムを構築するだ
けでなく、教育現場からの活用を進めるため
には、スペシャル・ニーズのある児童・生徒
を担当する教師を支援する必要がある。本研
究では、以上を包括的に進めた。 

 

３．研究の方法 

(1) 知的障がいのある子どもに対して、数の
学習について教育介入を継続した。１人は、
小３から教育介入を継続してきたダウン症
の生徒であり、もう一人は、特別支援学校高
等部卒業後に教育介入を継続してきた知的
障がいのある成人女子である。１週間に１回
の「授業」と、１日一題（1 ページ／5 分以
内）の「宿題」による教育介入を行い、被験
児の学習記録を収集した。 
 「授業」および「宿題」による介入におい
ては、「答え」の出し方の説明などは行わず、
紙媒体に課題を提示して（教示）その様子を
観察し、その作業結果が間違っていない場合、



 

 

「よくできました。」と強化（reinforcement）
し、様子をみた。提示した紙媒体の「教示」
と、その紙媒体上で子どもが試行錯誤した結
果が、データである。 
(2) 先行研究で進めてきたスペシャル・ニー
ズのある子どもたちへの教育介入データと
ともに、上記の２名を加えた収集データの電
子化を行い（スキャナーでの読み込み）、デ
ータベースの元データを作成した。 
(3) また、WEB データベースシステムは専攻の
データベースを基に、しかし、新たなシステ
ムとして開発することにした。具体的には、
データベースをミラー化した。不正侵入やウ
イルスによるシステムへの攻撃対象がデー
タベース本体のミラーになるように設計し
た。攻撃され破壊されるのは、鏡に映し出さ
れた像だけというわけである。 
(4) 作成 WEB データベース活用のための教師
支援は、大学が進める地域連携事業（校内研
究会などへの講師派遣など）や、研究会（月
１回の定例会や年１回の研究大会など）など
を通して行った。 
 
４．研究成果 
 スローラーナーとかローアチーバーなど
と言われる「算数」学習につまずいた児童・
生徒から自閉症スペクトラムや学習障害な
どの発達障がいが観察される子どもたち、知
的障がいが観察される子どもたち、学習困難
の原因が髄膜炎や水頭症によるダメージに
よると判断される子どもたちになど、様々な
スペシャル・ニーズのある子どもたちについ
て、縦断的な、かつ、成功的な学習記録をデ
ータ化できた（「5. 主な論文発表等」参照）。 

また、「算数」にスペシャル・ニーズがあ
る子どもたちへの教育介入データベース
http://www.dbmath123.edu.u-ryukyu.ac.jp
/ 
を開発した。 
 また、特別支援学校や特別支援学級の教師
や普通学級でスペシャル・ニーズのある児
童・生徒を担当する教師などとの連携を継続
するために、研究会や大学の事業が進んでい
る。 
 蓄積データの研究上の成果としては、以下
が示唆される。 
 まず、スペシャル・ニーズのある子どもた
ちへの教育介入は、数年にわたる期間の中で
の学習達成を見通して目の前の子どもの学
習に介入していく必要がある。そのためのデ
ータを教育現場の教師に提供できる。 
 次に、学力差を含む多様な児童・生徒から
なるヘテロジーニアスな学級における算
数・数学の授業づくりに際して教材の開発の
ヒントを提供している。実際に、小１生対象
に十進法の導入の授業や小４生対象に「÷２
位数」の筆算の授業、中三生対象に因数分解
の授業などを、研究会や校内研究などで試行
し提案した。 
 また、知的障がいのある子どもの場合、３、

４歳児のときに到達する数認識の発達を、５，
６歳児の時の数認識の発達へと繋げ、それを
その後の十進法概念の獲得へと繋げていく
ことが課題になっている。100 までの読み書
きや数唱を暗記しても、知的障がいのある子
どもは十進法概念の獲得に失敗している。そ
れは、お金が数えられないという事象で確認
できる。知的障がいがある子どもたちの学習
データは、十進法概念の獲得の可能性を実証
的に示すとともに、十進法概念を獲得するま
での学習の様子と過程を明らかにしている。 
 ちなみに、そのほかの子どもの事例は、十
進法概念を獲得した後の数認識の発達ある
いは学習の進行の可能性を実証するととも
に、その過程を明らかにしている。 
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